
誠
実
な
教
育
者

大
学
の
教
授
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の
専
門

分
野
に
お
い
て
秀
で
九
学
者
で
あ
り
、
世
に
貢
献
す

る
研
究
者
で
あ
る
こ
と
と
共
に
、
学
生
に
対
し
て
誠

実
な
指
導
に
当
る
よ
き
教
育
者
で
あ
る
こ
と
、
こ
の

二
つ
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
二
つ
を
兼
ね
備
え
た
人

物
は
少
な
く
な
い
が
、
魚
木
中
ど
教
授
は
そ
の
中
に

生
と
い
う
大
人
物
が
校
長
を
し
て
い
九
。
魚
木
青
年

は
こ
こ
で
人
格
的
修
練
を
受
け
、
弟
妹
が
一
人
前
に

成
長
し
た
の
ち
に
、
同
志
社
大
学
に
来
た
が
、
文
部

や

省
の
学
則
上
、
止
む
を
得
ず
選
科
生
と
し
て
入
学
し

九
。
苦
労
し
た
人
物
こ
そ
が
、
他
人
の
苦
労
を
高
く
評

価
す
る
。
の
ち
に
同
志
社
大
学
神
学
部
教
授
に
な
っ

た
と
き
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
に
対
し
て
、
ま
た
胸

を
患
っ
て
休
学
し
て
い
た
学
生
に
対
し
て
、
常
に
激

励
の
言
葉
や
励
ま
し
の
便
り
を
出
し
て
い
た
の
は
魚

木
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
は
「
部
長
」
と
成
っ
て
表

面
に
出
て
行
政
的
手
腕
を
振
う
人
物
で
は
な
く
、
万

年
教
務
主
任
と
し
て
、
カ
リ
キ
ニ
ラ
ム
の
こ
と
、
時

間
割
の
編
成
、
単
位
を
落
と
し
た
学
生
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
等
々
、
煩
雑
な
業
務
に
誠
実
に
心
を
配
っ
て
当

つ
て
い
九
。

卒
業
論
文
や
修
士
論
文
を
書
き
上
げ
る
に
際
し

て
、
魚
木
教
授
を
指
導
教
授
と
し
た
学
生
は
、
平
均

以
上
の
、
あ
る
い
は
他
の
学
生
の
二
倍
ぐ
ら
い
の
参

考
書
を
誓
さ
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
学
問
の
こ
と
に

関
し
て
は
、
魚
木
教
授
は
厳
格
で
、
融
通
の
き
か
な

い
教
師
で
あ
っ
九
。
彼
は
自
分
自
身
に
対
し
て
も
ま

こ
と
に
厳
し
く
、
大
正
十
一
年
同
志
社
大
学
を
選
科

で
卒
業
し
九
の
ち
に
、
直
ち
に
渡
米
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ

亨

数
え
ら
れ
る
資
格
を
持
っ
て
い
九
。

魚
木
先
生
は
少
年
の
頃
か
ら
苦
労
し
な
が
ら
学
業

生
活
を
続
け
た
。
そ
れ
は
自
分
の
た
め
で
な
く
、
長

男
と
し
て
家
業
を
通
し
て
父
上
を
助
け
、
弟
妹
に
普

通
高
等
教
育
を
授
け
る
九
め
に
、
昼
間
は
労
働
を
し

夜
学
に
通
っ
た
。
そ
の
学
校
は
松
山
夜
学
校
で
あ
っ

て
、
規
模
こ
そ
小
さ
か
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

の
教
育
を
強
く
打
ち
出
し
九
学
舎
で
、
西
村
清
雄
先

崎山

同志社人物誌

魚木忠

(39)
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ー
ク
の
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
修
士
課
程
に
入
学
し
、
四

年
後
に
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
セ
ー
ク
レ
ッ
ド
セ
オ
ロ

ジ
ー
の
学
位
(
神
学
修
士
と
博
士
の
学
位
の
中
問
の
学
位
)

を
マ
グ
ナ
・
ク
ム
・
一
フ
ウ
デ
(
最
優
秀
)
の
称
号
と
共

に
受
け
九
。
彼
は
多
く
の
欧
米
の
学
生
の
中
で
も
模

範
的
な
学
徒
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
魚
木
を
知
っ

て
い
る
人
は
、
彼
を
修
道
僧
に
な
ぞ
ら
え
た
。
そ
の

後
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
大
学
で
研
究
を

進
め
、
昭
和
二
年
帰
興
直
ち
に
同
志
社
大
学
神
学
部

講
師
、
さ
ら
に
同
五
年
に
は
教
授
に
進
み
、
天
に
召

さ
れ
た
日
ま
で
二
十
七
年
問
を
終
始
一
貫
し
て
伺
志

社
大
学
に
お
け
る
教
育
に
身
を
献
げ
た
。
行
政
面
に

煩
わ
さ
れ
て
、
研
究
や
教
育
を
な
お
ざ
り
に
す
る
こ

と
の
な
か
っ
九
こ
と
は
彼
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
っ

ナ

昭
和
二
十
四
年
に
は
「
基
督
教
精
神
史
研
究
ー
カ

ル
ヴ
ブ
ン
神
学
の
精
神
」
(
全
国
霄
房
、
昭
和
二
十
三
年

出
趣
に
対
し
て
同
志
社
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学

位
が
与
え
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
七
年
よ
り
二
力
年
、

宗
教
部
長
と
し
て
同
志
社
の
立
学
の
精
神
九
る
キ
リ

ス
ト
教
の
浸
透
の
九
め
に
努
力
し
た
。
昭
和
二
十
九

年
大
下
角
一
教
授
が
大
学
長
に
選
任
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
後
を
う
け
て
神
学
部
長
と
な
っ
九
が
、
不
幸
に

し
て
五
力
月
の
の
ち
脳
出
血
の
九
め
逝
去
さ
れ
た
。

学
問
的
貢
献

神
学
の
分
野
は
聖
腎
神
学
、
歴
史
神
学
、
組
織
神

学
、
実
践
神
学
の
四
部
門
に
分
か
た
れ
る
。
魚
木
教

授
は
歴
史
神
学
を
自
己
の
学
問
的
領
域
と
し
た
が
、

こ
の
部
門
で
は
同
志
社
が
世
に
誇
り
う
る
立
派
な
学

者
で
あ
っ
た
。

印
思
想
史
的
構
想

基
督
教
思
想
の
起
源
お
よ
び
発
達
を
歴
史
的
に
記

述
す
る
た
め
に
、
「
基
督
教
思
想
史
L
(
有
賀
、
魚
木
共

著
、
昭
和
九
年
初
版
、
同
二
十
六
年
再
版
)
と
い
う
著
作

を
公
け
に
し
て
思
想
史
的
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
れ
は
教
義
の
発
達
を
追
う
「
教
義
史
」
(
ガ
ス
、
一

八
五
四
1
六
七
年
)
の
よ
う
に
基
督
教
を
教
義
の
範
疇

に
閉
じ
こ
め
る
こ
と
を
せ
ず
、
ま
九
フ
ィ
ッ
シ
一
1

の
「
教
理
史
」
(
一
八
九
六
年
)
の
よ
う
に
教
理
に
の
み

重
点
を
置
か
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
「
神
学
史
」
を

も
そ
の
中
に
含
め
て
包
括
的
に
「
思
想
史
」
と
し
て

い
る
。
こ
の
構
想
は
有
賀
魚
木
両
教
授
が
ユ
ニ
オ

ン
神
学
校
で
親
し
く
指
導
を
受
け
た
マ
ッ
ギ
フ
プ
ー

ト
博
士
の
代
表
的
著
作
か
ら
の
示
唆
で
も
あ
っ
九
。

)

研
究
」
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
「
精
神
史
」
と
し
た

根
拠
は
、
一
基
督
教
自
体
が
教
理
的
哲
学
的
宗
教
で

な
く
、
む
し
ろ
「
精
神
的
」
宗
教
で
あ
る
こ
と
。
す

な
わ
ち
「
生
命
的
体
験
を
中
心
と
し
て
存
在
す
る
」

宗
教
で
あ
る
こ
と
。
⇔
現
状
に
お
い
て
基
督
教
が
教

派
や
分
派
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
各
派
が
福
音
の

本
質
を
把
握
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。
そ
の
各

々
に
つ
い
て
概
説
し
た
と
し
て
も
基
督
教
の
全
体
を

説
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
と
い
っ
て

「
基
督
教
の
本
質
」
を
究
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
基

督
教
の
流
動
性
を
無
視
し
、
発
展
性
を
止
め
て
静
止

し
九
形
で
と
ら
え
る
と
い
う
鴛
を
お
か
す
。
そ
れ

ゆ
え
に
「
基
督
教
精
神
の
生
命
的
脈
動
を
捉
え
る
」

九
め
に
は
粘
神
史
的
把
握
と
説
明
が
最
も
適
当
で
あ

ナ

⑬
精
神
史

魚
木
教
授
は
昭
和
二
十
三
年
に
「
基
督
教
精
神
史

類
型

「
基
督
教
精
神
史
に
於
け
る
類
型
の
生
起
」
は
昭
和

二
0
年
、
基
督
教
研
究
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で

あ
る
。
こ
の
「
類
型
」
は
ゼ
ー
ベ
ル
グ
が
「
教
義
史
L

の
第
二
、
第
三
版
(
一
九
二
0
年
)
に
お
い
て
提
示
し

た
。
こ
の
類
型
論
に
立
っ
て
五
編
の
論
文
が
魚
木
教

授
に
よ
っ
て
基
督
教
研
究
誌
上
に
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
著
書
と
し
て
は
「
日
本
基
督
教
の
精
神
的
伝
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統
」
(
基
各
教
思
想
鑁
霄
刊
行
令
昭
和
十
六
年
)
と
前
掲

の
「
基
督
教
精
神
史
研
究
」
の
二
が
あ
る
。

類
型
を
特
に
主
張
し
九
根
拠
と
考
え
ら
れ
る
の

は
、
救
史
的
歴
史
観
に
立
っ
て
基
督
教
精
神
史
を

見
る
と
き
、
究
極
点
に
向
か
っ
て
進
展
し
な
が
ら

も
、
そ
の
途
上
に
類
型
的
段
階
が
考
え
ら
れ
た
。
あ

る
民
族
が
、
そ
の
文
化
の
段
階
に
お
い
て
独
特
の
福

音
体
得
や
、
救
済
把
握
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
時
代
的
、
社
会
的
環
境
の
中
に
傑
出
し

た
人
物
九
ち
が
存
在
し
、
そ
の
数
人
の
思
想
に
焦
点

を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
類
型
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
る
。
そ
う
し
て
考
え
ら
れ
た
一
類
型
は
他
の
類
型

と
対
照
さ
れ
な
が
ら
、
相
補
い
つ
つ
福
音
理
解
を
深

め
て
い
く
。

類
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
九
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ

テ
ン
、
ロ
マ
、
ゲ
ル
マ
ン
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
、

日
本
の
六
個
で
あ
っ
九
。

魚
木
教
授
は
キ
リ
ス
ト
教
粘
神
史
の
中
で
、
近
世

を
研
究
の
主
題
と
し
た
の
で
、
宗
教
改
革
者
ル
ッ
テ

ル
に
つ
い
て
は
、
「
偉
人
群
像
中
近
世
篇
」
 
9
ル
ダ

ン
社
、
昭
和
二
十
九
年
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
マ
ル

テ
ィ
ン
ル
ッ
テ
ル
」
の
他
に
、
三
篇
の
研
究
論
文
が

基
督
教
研
究
誌
上
に
公
け
に
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ル

ヴ
ブ
ン
に
つ
い
て
は
十
一
篇
の
論
文
が
基
督
教
研
究

誌
そ
の
他
に
寄
せ
ら
れ
た
。

類
型
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
カ
ル
ヴ
プ
ン
は

ル
ッ
テ
ル
と
共
に
ゲ
ル
マ
ン
類
型
の
「
双
峰
的
代
表

者
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
類
型
は
福
音
的
基
督
教

の
性
格
に
徹
し
九
こ
と
に
特
徴
を
現
わ
し
、
敬
虔
類

型
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
創
造
者
な
る
神
、
主

権
者
と
し
て
の
神
を
神
学
的
特
色
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
教
会
形
成
に
信
仰
的
能
力
が
発
揮
さ
れ
九
が
、

戦
闘
的
教
会
と
呼
ぷ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
し
た

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

基
督
教
の
土
着
が
問
題
と
さ
れ
九
と
き
、
魚
木
教

授
の
「
日
本
基
督
教
の
精
神
的
伝
統
」
は
注
目
を
あ

び
九
。
こ
の
著
作
は
日
本
基
督
教
に
個
性
の
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
、
基
督
教
の
救
贈
宗
教
九
る
性
格
を

感
得
し
九
点
に
特
色
を
見
出
し
、
そ
れ
が
仏
教
を
媒

介
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
武
士
道
的

滅
私
的
信
仰
が
御
利
益
信
仰
を
超
克
し
た
と
説
い
て

い
る
。

る
教
師
は
少
な
く
、
先
生
の
如
く
、
人
生
が
愛
神
の

現
実
性
に
基
づ
く
こ
と
を
証
し
た
教
師
は
な
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

良
き
教
師
で
あ
っ
た
魚
木
は
、
新
島
嬰
の
良
き
教

師
と
し
て
の
姿
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
。
特
に
こ

の
書
の
第
九
章
に
「
宗
教
と
文
化
」
の
項
が
設
け
ら

れ
て
い
て
、
新
島
裏
の
内
面
的
思
想
的
成
長
が
説
朋

さ
れ
て
い
る
。
青
年
で
あ
っ
た
新
島
が
、
蘭
学
を
通

し
て
、
始
め
て
「
創
造
者
」
と
い
う
語
に
接
し
、
の
ち

に
漢
文
基
督
轡
で
「
天
父
」
と
い
う
名
称
に
出
会
っ

九
こ
と
、
「
創
造
者
は
単
な
る
天
や
理
で
は
な
く
、

天
父
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
し
、
「
直
観
的
な
体
得
と
、

燃
え
る
よ
う
な
熱
情
」
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
、
そ

の
後
の
一
生
を
貫
い
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
書
の
刊
行
さ
れ
た
二
年
前
に
、
「
新
島
先
生

に
於
け
る
国
家
思
想
」
な
る
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い

る
(
原
子
力
時
代
に
於
け
る
基
督
教
、
聖
光
社
)
。
こ
の
中

で
、
国
の
志
士
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
新
島
に

は
、

幕
末
志
士
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
偏
狭
性
が
な

く
、
よ
り
広
い
立
場
か
ら
世
界
を
見
て
い
た
こ
と
、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
長
シ
ー
リ
ー
教
授
か
ら
深
い
詣

を
与
え
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
点
が
実
証
さ
れ
て
い

る
0

*

*

同
志
社
一
0
0
年
に
際
し
て
、
新
島
嬰
先
生
を
思
う

と
き
、
魚
木
墨
著
「
新
島
襄
1
人
と
思
想
」
屈
和

二
十
五
年
初
版
、
三
0
年
再
版
、
伺
志
社
大
学
出
版
部
発
行
)

に
触
れ
た
く
思
う
。
こ
の
書
の
序
文
に
は
「
新
島
先

生
の
如
く
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
教
え
て
呉
れ

(
大
学
神
学
部
教
授
・
聖
霄
学
)
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